
岡部研究会「研究論文概要集」の刊行について

岡部研究会では、1998 年度春学期以降、参加メンバーが学期中に執筆した研究論文

すべてにつき、それぞれの「概要」を一冊にまとめて刊行することにしました。これ

は、その第１号です。

このような刊行をするのは、各研究の成果の要点を記録しておくことに意味があるほ

か、研究テーマとして多様な視点があることを実例で示すことによって、今後議論の

糸口を見つけるヒントになることを期待したためです。個々の論文に対する問い合わ

せは、直接執筆者に対して行ってください（電子メールアドレスは各人の名前のあと

の記号＠sfc.keio.ac.jp です）。

今学期分に関していうと、研究会１はテーマが「金融研究：情報化の進展と金融業」

であり、作成された論文は 11 編でした（執筆者には正規履修者のほか２年生の自主

参加者等を含む）。また、研究会２はテーマが「日本経済研究：変貌する日本経済と政

策課題」で 23 編の論文（同）が作成されました。

なお、これらのうち最優秀と認められたもの（各研究会１編、計２編）は、その論文

全体が単独刊行物として湘南藤沢学会より刊行される予定です。
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